









































































































































































































































































































































































































































































































渡邉保博共編著『保育の理論と実践講座 第２巻 保育の質と保育内容─保育者の専門性とは何か』 
新日本出版社　2009
丸山美和子共編著『保育の理論と実践講座 第３巻 子ども・家族の実態と子育て支援保育─ニー
ズをどう捉えるか』新日本出版社　2009
高橋光幸、中村強士共編『保育・子育て政策づくり入門─保育者と保護者がつくる希望のプラン』 
自治体研究社　2010
編著『シードブック 子ども家庭福祉』建帛社　2011
監修『子どもの暴力対応実践マニュアル 児童福祉施設・児童相談所・学校』茂木健司ほか共著 
建帛社　2011
編著『はじめよう！性教育─すべての子どもが性を学ぶための入門書』ボーダーインク　2012
共編『あっ！そうなんだ！性と生～幼児・小学生そしておとなへ～』エイデル研究所　2014
吉葉研司共編『沖縄の保育・子育て問題』明石書店　2014
浅井、子安潤、鶴田敦子、山田綾、吉田和子共著『ジェンダー／セクシュアリティの教育を創る
─バッシングを超える知の経験』明石書店　2006
真田是、小川政亮共著『「社会福死」への道─社会福祉基礎構造改革の問題点』1999　かもがわ
ブックレット
浅井ほか共著『戦争と福祉についてボクらが考えていること』本の泉社　2015
浅井ほか共著『子どもの貧困の解決へ』新日本出版社　2016 
浅井ほか共訳『国際セクシュアリティ教育ガイダンス』明石書店　2017
ほかに共著として執筆したもの、学会誌、専門誌、雑誌などに執筆した論稿もあるが、ここで
は紙数の関係で割愛をしておく。
３．学部のしごと、社会的活動
京都府生まれ。1974年龍谷大学法学部法律学科卒業、76年日本福祉大学社会福祉学部卒業、78
年同大学院社会福祉学研究科修士課程修了。東京の児童養護施設で12年間、児童指導員として勤
務。98年立教大学コミュニティ福祉学部助教授、2002年に教授に昇格。
私が一番自慢できることは、学部創設の年に、１年生のみなさん、学生課の職員さん、教員と
で学園祭「IVY Festa」実行委員会を立ち上げ、成功させたことである。その実行委員会の形式
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的にですが初代実行委員長になったことである。来年度は学部創設20年であり、IVY Festaは20
回を数えることになる。
２年目には、実習委員長を補佐するために創設された実習教育室長を担当した。
福山学部長時代には、卒業生・在校生・教職員によるコミュニティ福祉学会（通称・学内学会）
を設立に関わり、事務局長として運営に関わった。その後、学会誌『まなびあい』（題字は、故・
尾㟢新先生のもの）の創刊に関わり、編集長の任を担った。
全学教務委員、学部教務委員、福祉学科長、実習委員長などを担当し、2014・15年度は学部長
を拝命した。
正直なところ、創設からの10年間は学外で研究と社会活動を自由におこない、後半で“罪滅
ぼし的に”大学・学部行政にそれなりに関わらせていただいた。
社会運動としての研究活動
現在、“人間と性”教育研究協議会代表幹事、『季刊SEXUALITY』編集委員、全国保育団体連
絡会副会長、日本思春期学会理事、「戦争と福祉」をみんなで考える会代表呼びかけ人、安全保
障法に反対する立教人の会共同代表（2017年３月まで）・呼びかけ人、「戦争孤児たちの戦後史」
研究会代表運営委員、NPO法人学生支援シェアハウスようこそ理事・事務局長、などにとりく
んでいる。
大学を卒業して以降は、どの時期も複数の社会的活動に関わってきた。立教大学に就職してか
らはさらに活動の幅は大きくなったが、紙幅の関係でここでは割愛する。
ほとんどの時期、忙しさの中で自らが分裂しそうになるような感覚のなかで生きてきた。３人
の子どもとともに（一人は前に、一人は後ろの座席に、一人は背中にしょって）、夜中に自転車
で会議に出かけたときもあった。家族に感謝あるのみ。
自らの人生に誠実でない人間は、他者の人生に対しても誠実なかかわりは持てないものであ
る。人間の発達には、①個のレベル、②集団のレベル、③社会と歴史のレベルでの発達が絡みな
いながら豊かにはぐくまれていく。これらを鼎立することは並大抵の努力では実現することは難
しい。だから“個人としてできることだけをやる”という個人主義に逃げ込む人もいる。また“一
人が10歩進むより、みんなが１歩進む”ためにという誤った集団主義に陥ることもある。さらに
根本の矛盾を解決することが大事であるということを優先して（事実上、実践者の使命を軽視し
て）、政治主義に陥っている現実も少なくない。こうした実践と研究と運動の偏向に抗いながら、
私はどう生きるのかを問い続けたいと考えている。
人生は青臭い理想ときれいごとを追い求めることで、人間らしさを持ち続けることができるの
ではなかろうか。理想を語ることを社会の現実を知らないから……などと“わかったような”こ
とをいう大人にならないようにしたいものである。事実・真実・現実に、真摯に向かい合うから
こそ理想（最も望ましい姿）を語る勇気が湧きたつものである。これからも青臭い理想主義者で
あり続けたいと思っている。
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人生３／４のまとめ─自分らしく生きるということについて─
私が言いたいことはひとつである。信念をもって生きていれば、誰から、どんなことを言われ
ようと、やりたいこと、やるべきことをやっていくことが人間らしい生き方であるということで
ある。研究者然とする方々がさまざまなレッテル張りをすることに何度も出くわしてきたが、私
にとってはまったく“ノープロブレム（No problem!）”であった。だって研究や実践の中身で偏
向しているということを、真正面から指摘されるわけではないのだから。
私は自らの思想や政治信条に関して、けっして隠したり、装ったりなどしてこなかった。研究
者であるのに、公然と自らの思想や政治信条に関して、必要なときに主張できないのは、保身的
姿勢と言わざるを得ない。私は社会と政治のさまざまな動向に、批判すべきことは明確に批判し、
反対することもはっきりと態度表明してきた。選挙の際などで、依頼をされたときに、支持する
政党の推薦にも名前を出したり、推薦文を書いたりもした。研究者として自らの知見に基づいて、
意見・態度を表明することは必要なことであると思っている。
とくに言っておきたいことは、学生を戦地に赴かせないための行動は、思想・信条に関わりな
く、大学研究者が譲ってはならないことである。信念とは、譲ってはならない思想（行動の指針）
を持つことでもある。
「戦争は起こるはずがない」なんて、歴史をみれば言えない！いまの日本は戦争への道を歩ま
されようとしている。日本は決して戦争をするはずがないと思っている人もいるが、はたしてそ
うだろうか。歴史を具体的にみると、1894年～2017年の123年間で、日本は６回の戦争にかかわっ
てきた。20年間に１回は他国との戦争をしてきたことになる。
戦後72年間は戦争がなかったが、戦前だけをみれば、51年間で６回の戦争、10年に１回は戦
争をしていたのである。戦争をしていた期間はあしかけ25年になる。まさに20世紀も戦争の世
紀であった。日本だけでみれば、戦争の世紀をストップさせてきたのが憲法第９条であり、戦争
を繰り返させてはならないという国民の声、歴史の希望を凝縮した条文が９条である。
戦後73年、一度も戦争・戦闘に直接的に関わってこなかった国は、ブータンと日本だけとなっ
ている。戦争に参加することになれば、社会福祉・社会保障などは確実に吹っ飛んでしまうこと
は歴史が証明している。歴史の真実を前にして、誠実に生きたいものである。
でも言う人は言う。まあ、他人の評価や声には耳を傾けることが人生には必要なことだが、気
にし過ぎては、何もできないし、本当に自分らしくは生きられない。
私が自分自身を幸せだと思うことは、いい人々と出会ったことである。おそらくいい人々と出
会ったと私が思えるのは、同じ方向を見て、現実の出来事に心を痛め、怒りをもって課題に真摯
に向かえる人たちと、ともに生きてきたということであろう。
退職するにあたって思うことは、あ～いい人生を送ることができたなあという実感である。こ
れからの自らの人生の10年、20年を展望しながら、真理に向かいて忠実に生きるという人生を
全うしたいと思う。そして人生を終わるときに、あ～本当にいい人生を送ることができたと思い
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たいものである。
末筆になって恐縮だが、立教大学コミュニティ福祉学部の教職員、学生・院生のみなさまには
本当にお世話になりました。みなさまとともに学部の一層のご発展を、感謝を込めて祈っており
ます。
